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2026年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

平素より当院への格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 

さて、昨年を振り返りますと、病院経営を取り巻く環境は一段と厳しさを増した一年でありました。病院

団体の調査によれば、2024 年度には全国の病院の約 7 割が赤字となり、医療機関の経営環境は極めて

厳しい局面にあります。その背景には、円安とインフレによる医薬品・医療材料費や光熱費の高騰、人件費

の上昇など、医療機関単独の努力では吸収しきれない構造的な要因が重なっています。 

こうした状況の中で、特に深刻さを増しているのが人材不足の問題です。看護師や介護士を中心に、養

成校における定員割れが漏れ聞こえるようになり、今後、従来と同じ方法では人材確保が困難になること

が強く懸念されます。人材は「採る」時代から、「地域で育て、支え合う」時代へと確実に移行しつつありま

す。当院が運営しております看護師特定行為研修センターも、まさにその一環として、地域医療を担う人材

を地域で育成することを目的に取り組んでおります。 

また現在検討が進められている「新たな地域医療構想」は、2027 年からの施行が予定されております

が、各医療機関の医療機能や役割が、これまで以上に明確に位置づけられていく段階を迎えています。 

今後は、すべての医療機関が同じ機能を担うのではなく、地域の実情に応じて機能分化と連携を進め、

それぞれが果たすべき役割を主体的に選択していくことが求められます。これは決して容易なプロセスで

はありませんが、地域医療を将来にわたって持続可能なものとするために、避けては通れない重要な局面

であると考えております。 

一方で、明るい変化としては、生成 AI をはじめとするデジタル技術の進化は目覚ましく、医療現場にも

本格的な実装の段階を迎えています。当院におきましても、2025年 12月より電子カルテへの生成AI実

装を開始し、サマリーなどの文書業務の効率化を進めているところです。限られた人材を、より患者さんに

向き合う時間へと振り向けていくためにも、医療 DXの活用は今後ますます重要になると考えております。 

そして、2026 年は診療報酬改定の年でもあります。社会保障財源が極めて厳しい状況にある中、今回

の改定においても、医療機関経営環境が劇的に改善することは残念ながら期待しにくいのが実情です。だ

からこそ、各医療機関が「オール福山」のもと連携し、役割分担と協力体制を一層強化しながら、この難局

を乗り切っていくことが不可欠であると考えております。 

当院といたしましても、引き続き自院の役割を明確にしつつ、地域の皆様との連携を大切にし、急性期

から回復期、在宅医療までを見据えた持続可能な地域医療体制の構築に尽力してまいります。 

本年も変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

年頭のごあいさつ 

社会医療法人祥和会 理事長 大田 泰正 

Jan. 
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2025 年は、日々変化する医療環境への対応に追われた一年でした。特に、2026 年

1 月に予定されている日本病院機能評価機構による更新審査に向けた取り組みに尽力し

ました。この機能評価は、日頃の医療提供が標準を満たしているかを確認する貴重な

機会です。日頃の安全点検と捉え、多職種で協力しながら準備を進めています。ま

た、2024 年度診療報酬改定で義務化された「意思決定支援に関する指針」や「身体拘

束」に関する指針」の改定にも、院内全体で取り組み、これからの時代に求められる

医療の在り方について、改めて学ぶ一年となりました。 

■発行  脳神経センター大田記念病院 地域医療連携室 TEL：084-975-3900 
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看護職員の人材確保に向け、「学び続けられる環境づくり」を目指してい

ます。若手だけでなく、経験豊富なベテラン向けの対話型研修を取り入れま

した。参加者からは「業務に追われる中で自身の振り返りにつながった」

「新たな気づきがあった」といった声が聞かれ、変化を実感しています。 

特定行為研修センターでは、2025 年 10 月に第 4 期生が入校し、「PICC

カテーテル挿入」や「血糖コントロール」が新規区分に追加されました。 

また、専門分野では、回復期リハビリテーション看護認定看護師 1 名、難

病看護師 1 名、看護管理者研修（ファースト、セカンド、サードレベル）５

名が研修修了しました。現場の看護力アップに向けて、活躍を願っていま

す。 

10 月には新たに技能実習生 2 名を迎え、看護師との協働に向けて、介護

課のパワーアップができました。 

Ẋ DX  

看護場面での医療 DX として、昨年度から、Newtons モバイルのトーク機能を

活用した多職種間での情報共有や、外来 AI 問診などを導入し、業務効率化を図

っています。更なる活用を推進し、効率的で働きやすい職場環境づくりに繋げて

いきたいと考えています。 

これからは地域に繋がる看護が求められます。治し支える医療を 

提供するためには、看護力の底上げが必要不可欠です。 

『現状維持は後退の始まり』と言われるとおり、日々前向きに 

チャレンジして参りたいと思います。 

千里を駆ける馬のように、飛躍の 1 年になりますように。 


